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パソコン同好会 ８月例会 
 
今月の資料 １）スパイウェアの検出と削除（ウイルスバスターの例） 
  ２）迷惑メール対策（Outlook Express の例） 
    フリーソフト（Spam Mail Killer のご紹介） 
 
今月の「お勉強」ＰＤＦ 
 
 PDF は Portable Document Format の略 
 米国アドビシステム社が開発した、マルチメディア文書フォーマット。「Acrobat」の「Distiller」で 
 作成（印刷）で作成し、「Acrobat Reader」で閲覧する。 
 機種やＯＳを問わず、同じ文書イメージを表示できる。また、ＷＷＷブラウザのヘルパー・アプリケ 
ーションとしても動作するため、インターネットで提供されるドキュメントのほとんどが、ＰＤＦフ 
ァイルで配布されている。 
 
ＰＤＦドキュメント 広島支部会報「ひびき」の例 
Distiller の実行で「フォントを送らない」と、ブラウザから「Reader」が起動した段階で、正しく 
表示されない？ 
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迷惑メール対策 
Outlook Express の場合 
１．「メッセージルール」を設定する。 
  Outlook Express を開く。メニューバーの「ツール」から「メッセージルール」→「メール」を 
  開く。 
 
 
 「新規のメッセージルール」の設定画面が表示さ 

れる。 
１）ルールの条件を選択 

（項目にチェックを入れる）。 
２）ルールのアクション（処理の方法）を選択（項

目にチェックを入れる）。 
３）ルールの説明にある 
 指定した言葉が含まれる をクリックする 

と「単語の入力」画面が表示される。 
４）受信したくないメールに含まれる「単語」を入 

力する。 
５）入力欄の右にある「追加」ボタンをクリックする。

「メッセージルール」画面が表示される。 
「適用」ボタン、「ＯＫ」ボタンを押して終了する。 

６）新たな条件を追加したい場合は、上記「メッセージ

ルール」画面で、「新規作成」や「変更」を 
選択して、条件を付加する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．迷惑メール対策ソフト（フリーウェア）を使い、受信前にサーバーから削除する。 
  Spam Mail Killer をダウンロードする。 
  http://homepage1.nifty.com/eimei/ 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当該ホームページから、smk2230.lzh をデスクトップに保存する（LZH 方式の解凍ソフトが必要） 
  解凍すると、「smk setup.exe」「smk setup.txt」などが形成される。 
 「smk setup.exe」をＷクリックしてインストールを行う。 
 スタートアップ項目適用を許諾し、デスクトップにショートアイコン作成し、インストールを終わる。 
 
１）ショートカットアイコンから、「Spam Mail Killer」を起動すると「簡易設定ウイザード」が表 

示される。 
２）順に以下の設定を行う。 

・ POP（受信サーバー）の入力 メールの設定でプロバイダから提供された情報 
・ ユーザー名（アカウント）   @以下を含む 
・ POP パスワード       ログインするときに使用 
・ アカウント表示名（任意） 
・ ポート番号の入力      指定される 
・ インターネット接続方式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ Spam Mail Killer の常駐方式 「常駐」を選択するとタスクトレイにアイコンが追加される。 
当該アイコンを右クリックして、ポップアップするメニューから設定の追加、編集ができる。 

 
 
  
 



３）詳細の設定 
ポップアップメニューから、「基本設定」を選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）基本設定の初期画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）削除設定の初期画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６）通知設定の初期画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７）補助設定の初期画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７）設定反映画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
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自宅のパソコンのセキュリティ対策（１） 
 
「ウイルスバスター」の例 
 
スパイウェアの検出と削除 
 
１）「タスクトレイ」にある 
「ウイルスバスター２００６」のアイコンを 
右クリックして「メイン画面を起動」を選択。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）操作画面から、「スパイウェア対策」を選択。 
  開かれた「スパイウェア対策」画面で、 

「スパイウェア検索」を実行する。 
 

  「手動検索」欄の検索対象を「すべて」に 
  指定し「検索開始」ボタンを押す。 
 
  手動での検索が面倒な場合は、「定期的な検索 
  も設定できる。 
  条件を設定して「適用」ボタンを押す。 
 
 
 
 
 
 
 
３）スパイウェア検索が終わると、検索の結果が 
  表示される。 
  検出された場合は、スパイウェアを含む 

ファイル名をクリック（選択）し、「詳細を 
見る」ボタンを押す。 

  「概要」「対応方法」などが表示される。 
 
 


